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2-2 助成事業の概要   

 

（１）概要 

助成事業の概要は次の通りである。 

●活動助成期間：１年間 

●対象エリア  ：みなとみらい２１地区全域（中央地区、新港地区、横浜駅東口地区） 

●提案資格    ：みなとみらい２１地区の魅力的な街づくりをテーマに、継続して活動している、

または継続して活動しようとしている３人以上のグループ。横浜市在住・在勤・

在学や国籍は問わない。 

●助成コース         

・みなとコース：上限５万円（１グループ１回のみ） 

・みらいコース：上限 50 万円（活動経費の 4/5 以内、３回まで。みなとコースの助成回数を除

く） 

●選考方法・体制 

・みなとコース：書類審査 

・みらいコース：書類審査及び公開選考会 

●募集回数  ：平成 27 年度までは年２回募集（初年度は下期のみ）。平成 28 年以降は年１回

実施。 

 

なお、本事業の財源は、YMM の会員企業の会費から拠出されている。当初、助成の種類は１種

類であったが、平成 25 年度から手軽に活動を始めたいグループなどを対象にした「みなとコー

ス」を設け、それまでの助成を「みらいコース」として２種類にわけた。 

 

助成事業や活動については、以下のような方法で広報をおこなっている。 

 

表 2-1 助成事業や活動の広報の方法 
媒 体 対 象 備 考 

eメール YMM会員企業  
 行政  
 大学関係者  
 過去の申請者  
 過去の助成団体  
YMM公式サイト 
エリアマネジメントサイト 
（街づくりサイト） 

一般 助成事業概要紹介および各年度の提
案書及び報告書公開 

パンフレット 市内18区役所 H30年度募集時は市内約1500のNPO
法人に郵送  市民活動関係機関(市民活動支援センタ

ー、市民情報センター等） 
リリース 横浜市政記者クラブ  
 横浜市経済記者クラブ  
広報誌『mirea』 一般 平成23年11月号にて助成事業の概要

や情勢活動を紹介。隔月発行。2019年
現在、15万部発行。首都圏中心に交通
事業者約2000箇所にて無料で配布 
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②活動の継続や連携の状況 

活動団体ごとに整理すると、複数年にわたって助成を受けた活動や、活動場所やテーマで連

携して実施している団体があることがわかる。 

図 2-8 助成団体の活動継続状況は、申請団体ごとに活動の継続や連携の状況を見たもので

ある。助成 59団体中 26団体が、複数年の継続的な活動を行なっている。「みなとコース」で

スタートし、「みらいコース」にステップアップした団体もある。 

「横濱サンタプロジェクト」や「マメポニ」では、活動団体が変わったり連携しながら活動

を継続していることがわかる。 

 

また、図 2-9 活動団体の連携状況は、実施報告で、連携の相手として挙がっている団体を表

にしたものである。連携の状況からいくつかの特徴を読み取ることができる。 

ア 「場所つながり」 

高島中央公園を活動場所とする団体が、高島中央公園愛護会を連携相手としてあげている。

みなとみらい２１地区の中で、活動場所として多くの団体に選ばれている場所はいくつかある

が、場所の管理窓口そのものが活動団体である（「愛護会」）のは、ここだけである。場所に、

管理者だけでなく「使い手」がいることが、活動の連携や活性化につながっていると考えられ

る。 

イ 「メディアつながり」 

取材者と取材先という形でつながっている、場所や活動内容に特定されない連携である。実

施報告には書かれていないが、もっと多くの団体が PC-ITV（みなとみらい２１放送局）と関わ

っていると推定される。 

ウ 「テーマ・内容つながり」 

同じ場所や時期でのイベント開催や、テーマ（例「広島」）で連携のあった例である。公開

選考会や報告会などで団体同士が出会い、相互の活動を知ることでつながりが生まれている。 

 

③特徴的な活動の状況 

「高木学園ハッピートイズプロジェクト」は、クィー

ンズスクエア横浜を活動場所としてぬいぐるみの製作と

展示をし、海外の子ども達に送る活動であるが、３回の助

成終了後は、学校に近い地域のロータリークラブの支援を

受けて、みなとみらい２１地区での活動を継続している。 

エリアマネジメント活動助成を受けて活動したことを

契機に、独自に資金や協力者を得るという活動の展開を

し、みなとみらい２１地区での活動を継続している例であ

る。 

 

 

 

 

 

助成終了後の 2019（令和元）年の 

クィーンズスクエア横浜での展示の様子  
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